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UMLへの取り組み

• SoC向け拡張プロファイルをOMGに提案
USoCF(UML for SoC Forum)より

• UMLリファレンスモデルの作成
UMTP（UMLモデリング推進協議会）より

• SoC向け拡張プロファイルをOMGに提案
USoCF(UML for SoC Forum)より

• UMLリファレンスモデルの作成
UMTP（UMLモデリング推進協議会）より

UMLの活動UMLの活動

• ドキュメント効果 レビュー時、引継ぎ時、英訳の際

• システム設計効果 トップダウン設計、手戻りが少ない

• 品質UP 再利用性

• ドキュメント効果 レビュー時、引継ぎ時、英訳の際

• システム設計効果 トップダウン設計、手戻りが少ない

• 品質UP 再利用性

UMLの効果UMLの効果

●ＵＭＬでDMACをモデリングした事例
（2004年DesignWave12月号執筆）

●SystemCでDMACをモデリングした事例
（2005年DesignWave4月号執筆）

●ＵＭＬでデジタルカメラをモデリングした事例
（2005年DesignWave12月号執筆）

●ＵＭＬでDMACをモデリングした事例
（2004年DesignWave12月号執筆）

●SystemCでDMACをモデリングした事例
（2005年DesignWave4月号執筆）

●ＵＭＬでデジタルカメラをモデリングした事例
（2005年DesignWave12月号執筆）

UML記事執筆UML記事執筆



ソフトウエア設計

ソフト実装

ソフト／ハード協調検証

ハード実装

UMLUML

SystemCSystemC

ハードウエア設計

仕様設計

動作合成動作合成

UML→HW・SW全体プロセスの説明

■｢UML→SystemC→動作合成
上流設計への取り組み

■｢ソフト/ハード協調検証｣
C言語→SystemCの高速検証

CC言語言語



UML→SystemCの紹介
ユニットか らの デ ー タ
を メモ リ に 転 送 す る

メモ リ上 の デ ー タを ユ
ニ ッ トに 転 送 す る

ソ フ トウ ェア （デ バ イ ス ドラ イ バ ）

メ モ リ画 像 処 理 ユ ニ ッ ト

デ ー タ転 送

①【要件定義】

ディスクリプタ

- ディスクリプタポインタ
- 開始アドレス
- ライン数

+ 内容の取得()

0..1

0..1

+前

0..1

+後

0..1

データ転送

- ディスクリプタポインタ
- 主走査長
- メモリ幅

+ 起動()
+ 停止()
+ メモリアクセス完了通知()
+ ユニットアクセス完了通知()
+ 主走査長をセットする()
+ メモリ幅をセットする()
+ ディスクリプタポインタをセットする()

11

+現在のディスクリプタ

1 1

②【分析】

パラメータ

- ディスクリプタポインタ
- メモリ幅
- 主走査長

ユニットアクセス

+ １バンド分データ送信()
+ １バンド分データ取得()

バッファ

+ 書き込む()
+ 読み出す()

1

1

バンド転送

+ バンド転送実行()

1

1

転送管理

+ 起動()
+ 停止()
+ エラー通知()

1

1

メモリアクセス

+ ディスクリプタ取得()
+ １バンド分データ取得()
+ １バンド分データ送信()

1

1

1

1

1

1

ディスクリプタ管理

+ 動作開始()
+ 先頭ディスクリプタ取得()
+ 先頭ディスクリプタ破棄()

1

1

ディスクリプタ

- ディスクリプタポインタ
- 開始アドレス
- ライン数

+ 内容の取得()

0..n

11

0..n

1

1 1

1

1

1

1

1

1

1
1

1

1

1

③【設計】 DMACParameter

<<SoCPort>> + param_info
<<SoCPort>> + param_w
<<SoCPort>> + param_r

<<data>>

UnitAccess

<<SoCPort>> + band_info
<<SoCPort>> + unit_w
<<SoCPort>> + unit_r
<<SoCPort>> + data_w
<<SoCPort>> + data_r

<<SoCProcess>> - checkBandInfo()

<<SoCModule>>

BandTransmitter

<<SoCPort>> + band_info
<<SoCPort>> + mem_band_info
<<SoCPort>> + unit_band_info

<<SoCProcess>> - checkBandInfo()

<<SoCModule>>

Buffer
<<SoCChanel>>

TransmissionManager

<<SoCPort>> + param_info
<<SoCPort>> + error_in
<<SoCPort>> + error_out
<<SoCPort>> + band_info

<<SoCProcess>> - checkExe()
<<SoCProcess>> - checkError()

<<SoCModule>>

MemoryAccess

<<SoCPort>> + descriptor_info
<<SoCPort>> + band_info
<<SoCPort>> + mem_w
<<SoCPort>> + mem_r
<<SoCPort>> + error
<<SoCPort>> + data_w
<<SoCPort>> + data_r

<<SoCProcess>> - checkDescriptorInfo()
<<SoCProcess>> - checkBandInfo()

<<SoCModule>>

DescriptorManager

<<SoCPort>> + descriptor_info_in
<<SoCPort>> + descriptor_info_out

<<SoCProcess>> - checkDescriptorInfo()

<<SoCModule>>

④【SoC設計】

⑤【SystemC（TLM）】

⑥【SystemC（BCA）】

⑦【SystemC（RTL）】

2004年DesignWave12月号執筆
2005年DesignWave４月号執筆より抜粋



ハード／ソフト協調設計の紹介

ソフトウエア ハードウエア

上流工程におけるソフトハード高速協調検証

SW/HW協調検証

ソフトウエアソフトウエア ハードウエアハードウエア

SystemCC言語

時間精度を追加！



高速ソフト/ハードの協調設計技術

時間精度付きモデル
（SystemC）

アセンブラコード

基本ブロックごとに
命令サイクル数を算出して
バジェット関数を追加

ターゲットコンパイラで
アセンブラ生成

ソフトウェアコード
（C言語）

基本ブロックに分解【高速検証技術】
バジェット追加による時間
精度付きモデルの作成

※多くのイタレーションを行う為には高速検証環境が必要

ISS+RTLデバッガ
による検証

現状

バジェット追加+SystemC
による高速検証

100～1000倍高速


